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記 者 各 位 

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構 

日 本 Ｇ Ｔ Ｌ 技 術 研 究 組 合 

 

 

ＪＡＰＡＮ-ＧＴＬ実証試験成功裏に終了 

～商業規模で利用可能な GTL 技術を確立～ 
 
 
 

JOGMEC（本部：東京都港区、理事長：河野博文）及び日本ＧＴＬ技術研究組合（本部：東京都港

区、理事長：松村 幾敏）は、日本独自のＧＴＬ（天然ガスの液化燃料化）技術であるＪＡＰＡＮ－ＧＴＬ

プロセス開発のため、日量５００バーレル（約８０キロリットル）のＧＴＬの実証プラントを新潟市に建

設、２００９年４月から実証試験を実施してきましたが、このたび、予定した試験目標を達成し実証試

験を成功裏に終了致しました。これにより、商業規模で利用可能なGTL技術を確立することができ

ました。 

 

 

ＪＯＧＭＥＣ及び日本ＧＴＬ技術研究組合は、日本独自のＧＴＬ（天然ガスの液化燃料化、Ｇ

ＡＳ－Ｔｏ－Ｌｉｑｕｉｄｓの略）技術であるＪＡＰＡＮ－ＧＴＬプロセス開発のため、日量５

００バーレル（約８０キロリットル）のＧＴＬの実証プラントを新潟市に建設し、２００９年４

月より実証試験を実施してまいりましたが、このたび、予定した実証試験を成功裏に完了し、運

転を終了致しました。 

 

ＪＯＧＭＥＣと日本ＧＴＬ技術研究組合は、組合員民間 6 社（下述）の協力のもと、共同研究

契約を締結し、ＪＡＰＡＮ－ＧＴＬプロセスの特徴である、炭酸ガスを含有する天然ガスをその

まま利用するという、世界初の技術について、２００６年度より実証研究を行ってまいりました。 

 

実証プラントの建設後、約３年間の実証運転を行い、運転時間１万時間、連続運転時間３千時

間を達成し、この間、種々の実証試験を行うことにより、商業規模で利用可能なＧＴＬ技術を確

立することができました。 

 

ＧＴＬは、天然ガスを原料に石油製品を製造する技術で、石油代替の燃料ソースの確保と多様

化を可能にする極めて有効な手段であり、また、ＧＴＬによって製造される燃料は、硫黄分や芳

香族分などを含まないため、環境に優しいクリーン燃料としても期待されています。   

 

ＪＯＧＭＥＣ及び日本ＧＴＬ技術研究組合は、実証プラントによる実証試験と並行して、本技

術の実用化に向けた検討を行っており、引き続き、日本のエネルギーの安定供給と地球環境との

調和の実現に向け取り組んでまいります。 
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１．日本ＧＴＬ技術研究組合の概要 

（１） 設立  ２００６年１０月２５日 
 

（２） 組合員  国際石油開発帝石株式会社（社長：北村 俊昭） 

ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社（社長：木村 康） 

石油資源開発株式会社（社長：渡辺 修） 

コスモ石油株式会社（社長：木村 彌一） 

新日鉄エンジニアリング株式会社（社長：高橋 誠） 

千代田化工建設株式会社（社長：久保田 隆） 

 

（３） 所在地  東京都港区新橋一丁目 1 番 1 号 
 

（４） 理事長  松村 幾敏 
 

２．ＪＡＰＡＮ－ＧＴＬプロセスの概要 

ＧＴＬとは、天然ガスから、化学反応によってナフサ、灯油、軽油等の石油製品を製造する技

術のことです。ＪＡＰＡＮ－ＧＴＬプロセスは、炭酸ガスを原料とすることが特長で、炭酸ガス

を含む天然ガスをそのまま利用することが可能な世界初の画期的な技術です。 

 

 

《ＪＡＰＡＮ－ＧＴＬプロセスの製造フロー》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．ＪＡＰＡＮ-ＧＴＬ実証プラントの概要 

（１）所在地   新潟市北区太郎代２８８１－４５ 
日本ＧＴＬ技術研究組合 実証センター 

 
（２）プラント能力 日量５００バーレル（日量８０キロリットル） 
 
（３）主要プロセス設備  

合成ガス製造設備 ･･･天然ガスを合成ガス（水素と一酸化炭素）に転換。 
 
ＦＴ（フィッシャー・トロプシュ）合成設備 

･･･水素と一酸化炭素から炭化水素を合成する反応（FT 合成）で 
液体燃料粗油を合成。 

 
アップグレーディング設備（水素化処理設備） 

･･･液体燃料粗油からナフサ、灯油、軽油等の石油製品を製造。 



 
（４）プラントの写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５） プラントの実証運転実績の概要 

運転開始：  ２００９年４月１６日（竣工式） 
 
累計運転時間：  合成ガス  １１，８５３時間 
  ＦＴ合成  １０，３３７時間 
  アップグレーディング １０，８６５時間 
 
連続運転時間：  合成ガス  ３，２９１時間 
  ＦＴ合成  ３，１３９時間 
  アップグレーディング ３，３９３時間 
 
無事故無災害記録： 運転・操業期間   ２０万人時間（継続中） 
  建設期間   １０３万人時間 

 
以 上 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

ＪＯＧＭＥＣ           技術部           ０４３－２７６－９２７９ 

日本ＧＴＬ技術研究組合  業務部  ０３－３５３９－５１１５ 

 

 


